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構造仕様表の記載について
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該当する改良方法を記載下さい。
※改良が必要か判断できない場合は「着工前の地盤調査

結果により判断」と記載下さい。

該当する防錆処理を記載下さい。
※（例） 「設置する場合は防錆塗装を行う。」

「申請書5面【４】、矩計図、立面図、断面図」
に記載されている寸法を全て一致させて下さい。



構造仕様表の記載について
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申請書4面【13,14,15】、各申請図面
に記載されている材種、認定番号を全て整合させて下さい。

換気計算書と「設置位置、風量」を整合させて下さい。
※「換気計算書による」と記載してもOK

※(例）【PC030BE-9201】で使用可能な断熱材は「ロックウールとグラスウール」のみ
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構造仕様表のまとめ

1．地盤調査 → 地盤改良についての記載漏れ

2．屋根葺き材 → 太陽光パネルを設置する際の防錆処理の記載漏れ

3．柱の小径 → 申請書5面【4】との不整合

4．屋根,外壁,軒裏 → 申請書４面【13,14,15】との不整合

5．換気設備 → 換気計算書と設置位置,風量の不整合
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壁量計算における指摘事項について
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表計算ツールの入力について

通常版 多機能版

表計算ツール

非住宅（事務所建築）に対応

軒の出「600mm」を超える物件に対応

屋根勾配「5寸」を超える物件に対応

住宅（在来軸組工法）に対応

軒の出「600mm」までの物件に対応

屋根勾配「5寸」までの物件に対応



10

表計算ツールの入力について

入力間違いが多い箇所
・床面積
→基本的には申請書に記載されている
数値を記載下さい。

瓦屋根 スレート屋根 金属板葺き
990(N/㎡) 740 (N/㎡) 500 (N/㎡)> >

土塗り壁等 モルタル等 サイディング
1000(N/㎡) 890 (N/㎡) 600 (N/㎡)

金属板張 下見板張り
500 (N/㎡)             350 (N/㎡)>

>> >

・屋根、外壁の仕様

※使用する材種より低い数値のものを選択し
ないで下さい。



11
81

60

8114

壁量計算のよくある指摘

立面図

・見付面積算定の最高高さを立面図よりも低くしてしまう

見付面積算定図＜
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N値計算を行う際の注意点について

・壁倍率が5倍を超える壁又は筋交いを使用する場合の注意点

構造用合板 (5㎜以上 JAS規格 N50(NZ50)＠150以下) 

令和6年5月31日の国土交通省によるパブリックコメントより

木材 45×90以上ダブル

倍率2.5倍

倍率4.0倍

倍率6.5倍

※N値計算において、周辺部材・金物・基礎アンカー
が耐えられるかのチェックが必要になる。

N値計算書に
「壁倍率５を超える部材については、
周辺部材・金物・基礎アンカーが耐え
られるよう検討済み」と記載下さい。
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お知らせ
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建築確認申請図書の作成サポートAIについて
令和7年11月10日の国土交通省によるプレスリリースより ＜建築確認申請図書作成支援サービスの概要＞

１．実施者：一般財団法人日本建築防災協会

２．対象者：設計者等

３．内 容：AIを活用して、２階建て木造一戸建て住宅等の建築物

の新築に係る建築確認申請図書に必要な記載事項の一部の有

無を評価するもの。なお、建築基準法令・関係法令への適合性を

審査するものではありません。

４．利用料：無料（１アカウントにつき直近24時間で上限５回の回

数制限あり）

５．提供期間：令和７年11月10日（月）から令和８年３月９日（月）

（予定）まで

６．利用方法：以下URLからアクセスしてください。使用方法につい

てはユーザーガイドをご確認ください。

https://www.kenchiku-bosai.or.jp/kenchikukakunin/ 

７．その他：システムの更新は随時行いますが、システム全体の

利用回数が上限に達した場合、サービスは終了します。



ご清聴ありがとうございました


